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情報通信行政・郵政行政審議会議事規則第４条及び接続に関する議事手続規則

第２条の規定により、平成２２年３月２９日付けで公告された接続約款の変更案に関

し、別紙のとおり意見を提出します。 

（文中では敬称を省略しております。） 
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（別紙） 

 

 

【NGN イーサネット接続機能の接続料について】 

平成 20 年 3 月の情報通信審議会答申「次世代ネットワークに係る接続ルールの在り方につい

て」で示された考え方に基づき、NGN のイーサネット接続機能に関する事業者間均一接続料が申

請されたことについては、NGN のアンバンドルが一歩進んだものと評価しています。 

 

ただし、今回申請された接続料については、以下のとおりＮＴＴ東・西と接続事業者で利用するタ

イプが異なることによる接続の同等性に関する問題が存在します。ＮＧＮのイーサネット接続機能

について、当初から事業者間の接続を前提とせずに設計されたことが根本的な問題であり、早急

にＮＧＮの在り方を見直すことが必要です。  

 

１．システム改修費用の負担に関する CUG タイプと PVC タイプの同等性の問題 

今回の「申請概要」資料Ｐ．３によれば、「基本機能である本機能の利用に当たっては、接続事

業者から要望があった時点で、ＮＴＴ東西においてシステム改修を行う必要があるが、当該費用は

PVC タイプを利用する接続事業者間において負担（別途、網使用料（加算料等）を規定）すること

となる予定」となっています。 

本機能は第一種指定電気通信設備の基本機能であり、当初から他事業者との接続を前提とし

て機能が構築されているべきであることに鑑みれば、本来は、ＮＴＴ東・西も接続事業者と同一の

方式を用いることにより接続の同等性を担保し、接続を前提とした場合において発生するシステ

ム改修費用について、ＮＴＴ東・西の利用部門を含む利用事業者間で負担すべきです。 

ＮＧＮの設計方針により、他の事業者が相互接続によりユーザー料金の設定をエンド－エンド

で行うためには、ＰＶＣタイプを新たに構築せざるを得なくなったため、NTT 東・西がＣＵＧタイプの

みを採用する場合には当該システム改修にかかる費用負担の対象外となりますが、上記の趣旨

に照らせばＮＴＴ東・西と接続事業者との間で費用負担の同等性が確保されている必要があり、

総務省は認可に先立ち、十分に２つのタイプの同等性を検証すべきです。 

また、ＰＶＣタイプを新たに構築した理由は、ＮＴＴ東・西がＮＧＮについて接続を前提として設計

していなかったことにあるため、ＮＴＴ東・西が自らの都合でＰＶＣタイプを採用しないことをもって、

システム改修費用の回収リスクを一方的に接続事業者のみに負わせることは不適当であると考

えます。 

なお、実際の接続可否を判断するためには、接続事業者が負担すべきシステム改修費の規模

が事前に明らかになっている必要があることから、ＮＴＴ東・西においては、何らかの形で費用の

総額を広く公表すべきです。 
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２．料金体系の問題 

申請概要にも記されているとおり、ＰＶＣタイプは、網内折り返しが可能なＣＵＧと比べてネットワ

ークの使用帯域が大きいため、ＣＵＧタイプと比較してコストが高くなってしまう傾向にあります。 

そのようなこともあり、ＰＶＣタイプの接続料水準は、バルク型の料金体系の適用状況によって

は、ＮＴＴ東・西が設定しているＣＵＧ方式のイーサネットサービスのユーザー料金よりも高い水準

となってしまうケースが存在します。基本機能であるにも関わらず、利用回線数が少ない事業者

にとっては、ユーザー料金と比較して割高な接続料しか適用されないため、参入が不可能な料金

体系となっており、事実上の参入障壁となっています。 

スタックテストについても、ＣＵＧタイプの接続料相当額を計算してＣＵＧタイプの利用者料金と

比較することによって接続料の適正性を判断しており、ＰＶＣタイプとＣＵＧタイプの同等性が担保

されているのか不透明です。本当に適切な検証が行われたと言えるのか判断できないため、スタ

ックテスト実施にあたって計算された CUG タイプの接続料相当額を公表し、接続料の適正性を第

三者にも検証可能とすべきです。 

 

【公正競争環境の確保について】 

ＮＴＴコミュニケーションズはＮＴＴ東・西からＮＧＮのイーサネットサービスの卸を受けて自社のイ

ーサネットサービスを提供していますが、卸サービスの料金については相対で設定されており、そ

の水準は明らかにされているわけではありません。 

この状況で、ＮＴＴコミュニケーションズがＰＶＣタイプの接続料水準よりも安いユーザー料金でＮ

ＧＮイーサネットサービスを提供できているとすれば、グループ会社間の連携により反競争的行為

を生じさせている懸念があります。このような公正競争上の問題の懸念を解決するためには、ＮＴ

Ｔの持株体制を解体し、ＮＴＴグループの市場支配力をなくすことが必要です。 

 

【NGN の問題について】 

ＮＧＮイーサネットサービスについては、上記のとおり「コスト面、機能面でのＣＵＧタイプとＰＶＣ

タイプの同等性」「バルク型の料金体系」「スタックテストの適正性」といったボトルネック設備に起

因する問題や、「ＮＴＴのグループ会社間の連携」という総合的な市場支配力の問題が存在しま

す。 

今回アンバンドル料金が設定されることは前進と言えますが、そもそもＮＧＮは、これらの本質

的な問題を抱えており、公正競争環境が確保されているとは言えません。この観点からは、既に

認可されているＮＴＴ東・西のＮＧＮによる活用業務の妥当性について見直しが必要であると考え

ます。 

今後のＩＣＴ政策を検討する上では、この点も含め、過去の政策を十分にレビューし、政策に反

映させていくことが強く求められます。 

 

以 上 


